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法と道徳の関係の分類について

法と道徳の関係の分類について

一一ロパ ー ト ・ アレクシ ーの分類の批判的分析一一

足 立 英 彦

はじめに

本稿の目的は法と道徳の関係の分類である。すなわち、規範lのうち、「法的J

(legal）という形容調が付加される規範、すなわち法規範と、「道徳的」（moral)

という形容詞が付加される規範、 すなわち道徳規範の聞の関係を分類すること

を主な目的とする。

この分類の重要性はいうまでもないだ
、

ろう。法と道徳の関係を明らかにする

ことは、 法理学の重要な課題の一つである。この課題に取り組む者は、 両者の

聞にどういった関係がありうるのかを明確にしたうえで、 どの関係が適切であ

るのかを論証しなければならない。 本稿は前者の分類を検討するものである。

法と道徳の関係は、法概念の争いにおける中心的な論点でもある。本稿では、

ロパー ト ・ アレクシ ー （Robert Alexy）による分類を出発点として、 彼の考察

を批判的に発展させる。アレクシ ー の分類を出発点とする理由は、 第一に、 そ

れが論理的で、あり、 したがって普遍的であるからである。第二に、 これはまっ

たく偶然かつ私的なものであるが、 昨年の11月にアレクシ ー が来日し、 法概念

に関する講演を行った際、筆者が翻訳と通訳を務めたからである2。このような

1 本稿において規範は規範文の意味であるとする。

2 アレクシ ー は2014年11月17日～12月1日に日本学術振興会の外国人招聴研究者（招聴責任

者：松原光宏中央大学教授）として日本に滞在した。 この間、11月22日に京都大学芝薦会館

で「基本権・民主制・代表」というタイトルの、 また11月29日に中央大学法科大学院で「包摂的

非実証主義」というタイトルの講演を行い、 また11月25日には金沢市の四高記念館で29日の

講演原稿に基づくセミナ ーを行った。講演 ・セミナ ー 当日に配布した原稿はまだ未公刊である

が、翻訳は松原（一部足立）の解説と合わせて法律時報87巻3号（2015年）57・73頁に掲載済である。

金沢法学58巻l号（2015) 99 
































